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研究成果の概要（和文）：本研究では、第１に1870-1900期の英領シンガポールにおける歴史GDP推計を行い、中でも主
要構成支出である民間最終消費支出の推計を行なった。第２に各種推計結果を用いて英領シンガポールにおけるステー
プル理論の実証分析を行った。実証分析を通じて、シンガポールからの一次産品の輸出は経済変動とともに、経済成長
にとっても源泉であることを実証的に証明した。

研究成果の概要（英文）：Firstly, I conducted the construction of estimated GDP and its components of the C
olony of Singapore during the period 1880-1900. As one of major components of GDP, estimates of private fi
nal consumption expenditure was attempted. Secondly, based on derived estimated figure, staple theory of S
ingapore was empirically tested based on these derived estimates. The results suggest that foreign trade h
ad acted both as an engine of growth and a source of economic instability. 
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１．研究開始当初の背景 
歴史 GDP推計を通じて 1900－39期に英領シ
ンガポールは成長の軌跡を描きながらも激
しい景気変動を特に大戦間期（1919－1939）
に繰り返してきたことが明らかになった（杉
本 2010）。また科研費を受けて行った研究を
通して、1934年時で英領シンガポールの一人
当たりの実質 GDP 値（購買力平価値）は日
本よりも高い可能性が分かってきた。こうし
た先行研究によりシンガポールは短期間に
中継貿易港として特殊な経済成長を経験し
たことが分かってきた。しかしそのシンガポ
ールの経済成長と景気変動を誘因する内
的・外的要素について充分な基盤研究が行わ
れていなかった。本研究では英国植民省資料
(CO Series)の一次文献ならびに各種先行研究
を精査し、国内外の政治経済環境の時系列的
な変化の把握と、独立変数の抽出を行う。そ
の上で、推計結果を再検証し、実証的研究を
行う事を基本的問題関心に設定した。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，英領期（1870－1940、1946
－58）のシンガポール経済を体系的に網羅し
た「英領期シンガポール経済史（仮題）」を
研究書として出版する事にある。設定した本
目的遂行のため、本研究では応募者が行った
英領期シンガポールの歴史 GDP 推計
1900-39,1950-60と実証分析（杉本 2010）を展
開し、英領シンガポールの経済成長と景気変
動を誘因した内的・外的要素を精査、抽出し、
実証的分析を行う。具体的には第 1 に
1870-1899期の GDP推計を加え、英国直轄領
期を網羅する長期経済統計を整備する。第 2
に英領期の経済成長や景気変動を誘因した
内的、外的要素を一次文献ならびに先行研究
を精査、抽出し、推計結果との整合性を確認
する。第 3に前述の研究に基づいて、英領期
の経済成長と景気変動に関する実証的分析
を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は，「研究目的」で示した研究課題を
達成するため， 歴史 GDP 推計に関連した
英国植民地統計を英国国立公文書資料館所
蔵の COシリーズのデジタルDVDを精査し，
その他シンガポール関連の文献をシンガポ
ール国立図書館、シンガポール国立公文書資
料館，シンガポール国立大学図書館、英国図
書館で資料探索する。 資料をベースに 1870
－99 までの歴史 GDP 推計のためのデータ入
力をし、加工推計を行う。 経済成長と景気
変動を誘因した内的・外的要素を説明する資
料を抽出し、時系列的にまとめる。 長期歴
史統計と史料の精査をもとに実証分析を行
う。最終年度には研究成果を、国際的に経済
史関連のジャーナルで年度末には研究成果
の投稿を行い、研究成果の公開を行う。 
 
 

４．研究成果 
平成 23年度には関連資料の所在確認を行い、
英国公文書館から CO275,CO940,CO953, 
CO1022 の資料を購入した。また４つの国際
会議、一橋大学、ロンドン大学、シンガポー
ル、学習院大学での報告を行なった。この期
間に歴史 GDP推計のデータ入力を行なった。 
 平成 24 年度には、7 月と 9 月に World 
Economic History Congressと Asian Historical 
Economic Conference 2012で、英領期の経済成
長と、歴史 GDP 推計に関する報告を行なっ
た。研究作業としては、Public Record Office 
からStraits Settlements, Blue Booksの資料を購
入し、新規入手した統計資料を活用して、
1870 1900 の期間における推計作業を推進さ
せた。また 19世紀から 20世紀前半期を対象
とした経済誌関連の書籍を購入し、Jounralへ
の投稿を行ってきた。 
 平成 25 年度には Singapore Economic 
Review Conference 2013で民間最終消費支出
の新推計結果を報告した。（図１を参照） 
 
図１(a) 英領シンガポールにおける民間最
終消費支出 1880-1939(当年価格,1914年価格) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１(b) 英領シンガポールにおける 1 人あた
りの民間最終消費支出 1880-1939(当年価
格,1914年価格) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
また、本研究期間に行なった研究成果を
Australian Economic History Review という
Journal に Singapore Monetary Authority の
Choy,K.Mとともに、Trade, the Staple Theory of 
Growth, and Flutuations in Colonial Singapore, 
1900-1939 と題して出版した。本論文では、
歴史 GDP 推計と関連した経済統計を活用し
て、英領シンガポールにおけるステープル理
論の適応性について実証分析を行なった。実
証分析の結果、英領期シンガポール期の外国
貿易は経済成長のエンジンであり、また経済



の不安定性の源泉となることを証明した。
（表１を参照） 
 

表２：回帰分析結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
注：（  ）は t値 
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